




Consideration on an Application of Cognitive Linguistics 






























































Jenkins氏が “English as a Lingua Franca”，矢野安剛氏が『英語のグローバル化とその教育』，
Salikoko S. Mufwene氏が ‘“Global English” vs. “English as a Global Language”’，そしてこ
の 3者によるシンポジウム “What is Global English Communicative Competence?: Models, 
Standards, and Pegagogy for the Teaching of English in Japan.”がこの問題を特に論じている。
さらに，大学英語教育学会第 50回国際大会（2011）でも，吉川・日野・松田・石川（2011），





















































例えば，I went to Osaka by car last week. と I drove to Osaka last week. どちらも文法的にはもちろ
ん英語表現として何の問題もない。 日本人の英語では日本語の表現の仕方からどうしても前者
の方が多くなる。また，ネイティブ的には I was there. Where were you? となるところを日本人英
語では I went there. Why didn’t you come? となることが多いようである。同様なことは，あの無
生物主語構文について当てはまる。日本人にとっての国際共通英語学習においては，何も Our 
noisy neighbors kept us awake all night. の表現の仕方を目的としなくても，まずは意思疎通のため 
























































































I went to Kyoto by car yesterday. I drove to Kyoto yesterday.
I went to Fukuoka by plane yesterday. I ﬂew to Fukuoka yesterday.















be going to, will の区別，must / have toの区別などの認知的な説明はさほど重要とは思えない。
まず，どちらか，できれば両方が使えることであろう。だが，時にスタイル（フォーマリティ）
の問題として，前者の区別に言及する必要があるかもしれない。今井（2010: 199）には，次
の認知的意味の違いの説明がある： I found this book informative. I found this book to be informative. I 
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認知言語学の国際共通英語への教育応用の考察






















えば，贈り物をあげるとき，ネイティブ的には I hope you like it. となるが，日本と同じような文
化を持つ人々には Please accept this humble gift. This is a small present for you. Here’s a little something 
for you. などが好まれるかもしれない。もう一つは，認知的な捉え方である。例えば，英語で








的，日常的なものもある（Lakoff and Johnson, 1980）。例えば，TIME IS MONEYメタファー











































































今井隆夫，2011b，『英語学習への応用の観点から “Would you give me a wine?” を考察する』，日本認知言
語学会第 12回大会．
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